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一
言
、
一
言
、
心
を
込
め
て
。

子
育
て
世
帯
に

や
さ
し
い
政
策
を
。

高
齢
者
に

快
適
な

交
通
サ
ー
ビ
ス
を
。

高
校
生
が

学
業
に
集
中
で
き
る

環
境
を
。

北本高校との模擬議会の様子  P16 へ
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令
和
５
年
度
決
算
の
総
点
検
！

総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た

　
　
大
嶋　
達
巳
（
み
ら
い
）

　
　
青
野　
康
子
（
彩
桜
き
た
も
と)

　
　
湯
沢　
美
恵
（
日
本
共
産
党)

　
　
保
角　
美
代
（
公
明
党
）

　
　
村
田　
裕
子
（
緑
風
会
）

　
　
毛
呂　
一
夫
（
れ
い
わ
新
選
組
北
本)

　
　
工
藤
日
出
夫
（
市
民
の
力
）

円
、
執
行
率
58
・
２
％
と
な
り
、

執
行
率
低
下
の
大
き
な
要
因
と
な

り
ま
し
た
。

ナ
ル
ホ
ド

　
執
行
率
は
予
算
現
額
に
占
め
る

執
行
済
額
の
割
合
で
算
出
さ
れ
、

そ
の
予
算
現
額
に
は
翌
年
度
に
繰

り
越
す
事
業
費
も
含
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
特
に
規
模
の
大
き
な
事
業

の
繰
越
し
が
生
じ
た
場
合
は
、
執

行
率
が
大
き
く
低
下
し
ま
す
。

歳
入
は
執
行
率
96
・
１
％

前
年
度
比
０・１
ポ
イ
ン
ト
の
減

　
令
和
５
年
度
は
、
市
民
活
動
交

流
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
債
５
億 

９
６
０
万
円
を
含
む
市
債
６
億 

８
７
０
万
円
を
令
和
６
年
度
へ
繰

り
越
し
て
お
り
、
市
債
の
収
入
済

額
は
９
億
８
９
４
０
万
円
と
、
予

算
現
額
の
16
億
９
９
４
０
万
円
に

対
し
マ
イ
ナ
ス
７
億
１
０
０
０
万

令
和
５
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
を
認
定市 税…市民税、固定資産税、軽自動車税等

国庫支出金…�特定の目的を達成するために国から市へ
交付

地方交付税…市の財政状況に応じて国から配分
県 支 出 金…�特定の目的を達成するために県から市へ

交付
地方消費税交付金…�地方消費税の一部。人口などに応じて県

から市へ交付
寄 附 金…�ふるさと納税等、個人や法人からの寄附金
繰 入 金…�各種基金（貯金）から一般会計へ繰り入

れるお金
市 債…�事業を行うために市が国や銀行などから

借り入れるお金

質問者（通告順）

８
月
27
日
か
ら
９
月
27
日
ま
で
の
32
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
た

定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案
20
件
、
委
員
会
提
出
議
案
１
件
、

請
願
１
件
を
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

Check!

リーディングプロジェクトの
主な取組と成果は？
１「若者の移住・定住・交流促進」
　�　本市の魅力を市内外の多くの人に発信すると
ともに、移住されてきた方々の新たな交流につ
ながるような体験活動を実施しました。
　◦シティプロモーション事業　783万9,707円
　　（マーケットの学校、みどりとまつり事業など）
２「めざせ日本一、子育て応援都市」
　�　妊娠・出産から育児や教育まで、子どもの成
長過程に応じた支援を実施しました。
　◦妊婦一般健診事業　2,758万2,110円
　◦不妊治療費助成金等支給事業　45万1,558円
　◦乳幼児健診事業　1,039万4,777円
　◦こども医療費支給事業　２億3,664万3,213円
　◦新中央保育所整備事業　５億3,104万1,281円
　◦�小・中学校給食費負担軽減事業　２億4,077万
1,049円

主な質疑を Pick up！

令和５年度の人口動態に
おける社会増は405人と
なりました（前年度+19人）

市税市税
90億2,476万90億2,476万

3,360円 （34.2％）3,360円 （34.2％）歳　 入
264億543万
2,795円

国庫支出金国庫支出金
46億7,894万46億7,894万

803円 （17.7％）803円 （17.7％）
地方交付税地方交付税
33億4,629万33億4,629万

3,000円 （12.7％）3,000円 （12.7％）

県支出金県支出金
15億6,549万15億6,549万

6,005円 （5.9％）6,005円 （5.9％）

繰越金繰越金
14億9,910万14億9,910万

8,556円 （5.7％）8,556円 （5.7％）

地方消費税交付金地方消費税交付金
14億4,075万14億4,075万

2,000円 （5.5％）2,000円 （5.5％）

市債　9億8,940万円 （3.7％）繰入金
11億9,520万3,623円

（4.5％）

寄附金寄附金
12億359万173円12億359万173円

（4.6％）（4.6％）

その他　14億6,188万5,275円 （5.5％）
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歳
出
は
執
行
率
91
・
４
％

前
年
度
比
０・９
ポ
イ
ン
ト
の
増

　
予
算
編
成
過
程
で
各
事
業
に
お

け
る
予
算
の
精
査
を
行
っ
て
き
た

こ
と
と
、
決
算
見
込
額
に
よ
る
補

正
を
適
切
に
行
っ
て
き
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

令
和
５
年
度
不
用
額
は
決
算
額

ナ
ル
ホ
ド

　
不
用
額
は
、
実
施
し
た
事
業
に

要
し
た
経
費
が
予
算
よ
り
も
少
な

く
済
ん
だ
た
め
、
支
出
し
な
か
っ

た
額
で
す
。
不
用
額
が
発
生
し
た

状
況
や
理
由
を
分
析
し
、
将
来
の

予
算
編
成
や
適
正
な
予
算
執
行
に

生
か
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。

13
億
４
３
７
９
万
４
５
６
４
円

で
、
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
２
億 

２
２
５
６
万
９
１
６
４
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
な
お
、
不
用
額
が
支
出
済
額
に

占
め
る
割
合
は
５
・
４
％
で
、
前

年
度
の
６
・
５
％
か
ら
１
・
１
ポ

イ
ン
ト
の
減
と
な
り
ま
し
た
。 民生費…�障がい者や高齢者に対する福祉、子育て支援

のための経費
総務費…�情報システム、徴税、選挙、財務事務などの

経費
教育費…�学校教育や生涯学習の充実、スポーツ等の振

興のための経費
公債費…�建設事業等を行うために借り入れたお金を返

済するための経費
衛生費…�健康で衛生的な生活環境を保つための経費
土木費…�道路、橋、河川、公園の整備、維持管理など

まちづくりのための経費
消防費…�市民の安全を守る消防・防災活動のための経費

民生費の増額の要因は？
　令和５年度の民生費の歳出決算額は、111億5,446万9,952円となり、
令和４年度と比較し、７億5,938万1,373円、7.3％の増となりました。
主な要因として、令和５年度の特徴的な２つの事業があります。

① 給付金給付事業 - 物価高騰対応として低所得世帯を支援 -
　住民税非課税世帯及び住民税均等割のみ課税世帯の低所得世帯に対
して、１世帯当たり10万円、その世帯に属する子ども１人当たり５万
円を給付しました。
◦７億428万1,593円（国庫補助金を活用）

② 新中央保育所整備事業 - 安心・安全な保育環境を確保 -
　中央保育所と栄保育所を統合・再編し、旧栄小学校の跡地を活用し
て、新たな保育所を整備しました。
　令和５年度は開所に向け、施設整備に係る設計・運搬処分等の業務
委託や、建築・設備・外構等の工事のほか、備品購入等を行い、令和
５年10月16日に開所しました。
◦５億3,104万1,281円

議会に提出された議案等
に対して、会派の代表者
が一括して質疑しました。
� …P２〜５

総括質疑9/3

本会議で委員会での審査
結果を報告し、討論と採
決を行いました。
� …P４・５、８

討論・採決9/27

議案等は効率的な審査の
ため、４つの常任委員会
に付託されます。決算は
多岐にわたるため、委員
会の中に３つの分科会を
設置し、専門的に審査し
ました。� …P６・７

委員会9/4～
9/12

議案と関係なく広く行政
全般にわたって議員が質
問しました。
� …P９～ 14

一般質問9/13～
9/19

９月定例会の主な流れ

民生費民生費
111億5,446万111億5,446万

9,952円 （44.4％）9,952円 （44.4％）

歳　 出
251億1,403万
2,356円

総務費総務費
45億1,351万45億1,351万

5,918円 （18.0％）5,918円 （18.0％）

教育費教育費
22億726万22億726万

6,970円 （8.8％）6,970円 （8.8％）

公債費公債費
21億1,172万21億1,172万

2,837円 （8.4％）2,837円 （8.4％）

衛生費衛生費
18億9,222万18億9,222万

8,163円 （7.5％）8,163円 （7.5％）

土木費土木費
18億8,184万18億8,184万

3,168円 （7.5％）3,168円 （7.5％）

消防費
9億2,897万5,636円

（3.7％）

その他
4億2,400万9,712円
（1.7％）
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主な質疑を Pick up！

自治体DX推進の取組と成果は？
　令和５年度はマイナンバーカードを用いたオンライン手続を開始
し、要介護・要支援認定の申請、妊娠の届出、児童手当等の現況届等、
24件の手続が市ホームページからも申請できるようになりました。
◦電子申請システム事業　321万4,200円

　また、コンビニで住民票や課税証明書等を取得できるコンビニ交付
サービスの利用も２万1,098件と増加しています。（前年度比約+7,100件)
◦コンビニ交付サービス事業　921万1,840円

一般会計歳入歳出決算の認定について
　

歳
入
の
う
ち
市
税
は
90
億 

２
４
７
６
万
円
、
前
年
度
比
０
・
７ 

％
増
。
家
屋
数
増
加
や
給
与
所
得
の

増
に
加
え
、
新
た
な
滞
納
を
増
や

さ
な
い
取
組
が
徴
収
率
向
上
に
つ

な
が
り
評
価
し
ま
す
。
歳
出
全
体
の 

44
・
４
％
で
あ
る
民
生
費
１
１
１
億 

５
４
４
６
万
円
は
前
年
度
比
7
億 

5
９
３
８
万
円
増
。
高
齢
者
に
対
す

る
支
援
や
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
や

子
育
て
世
帯
へ
価
格
高
騰
対
応
重
点

支
援
給
付
金
の
支
給
に
よ
る
も
の

で
、
速
や
か
に
給
付
し
生
活
の
支
援

が
図
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
は
市
税
等

の
滞
納
繰
越
分
の
調
定
額
の
乖
離
に

関
し
て
原
因
究
明
と
再
発
防
止
の
徹

底
を
要
望
し
、
賛
成
討
論
と
し
ま
す｡

賛 成
彩桜きたもと

青
あお

野
の

康
やす

子
こ

　
単
年
度
収
支
額
は
二
期
連
続
の
赤

字
で
す
が
、
基
金
に
約
9
億
６
０
０
０ 

万
円
積
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
問
題

の
な
い
財
政
状
況
で
す
。
中
丸
第
二

学
童
保
育
室
整
備
や
民
設
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
利
用
者
補
助
金
は
、
学
童

の
混
雑
解
消
へ
の
取
組
と
評
価
で
き

ま
す
。
し
か
し
援
助
が
必
要
な
子
へ

の
就
学
援
助
経
費
を
大
幅
削
減
し
た

こ
と
は
、
引
き
下
げ
る
必
要
性
が

あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
デ
マ
ン
ド
バ

ス
の
予
約
が
取
り
づ
ら
い
状
況
で
あ

る
こ
と
、
さ
ら
に
人
為
的
ミ
ス
に
よ

る
市
税
等
の
収
入
未
済
額
に
誤
り
が

生
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
対
応
を
要

望
し
、
賛
成
討
論
と
し
ま
す
。

賛 成
緑風会

村
むら

田
た

裕
ひろ

子
こ

　
歳
入
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
が
４

年
連
続
県
内
１
位
で
し
た
が
、
寄
附

に
よ
り
北
本
市
を
知
っ
た
方
が
、
北

本
市
に
興
味
を
持
ち
交
流
人
口
増
加

に
つ
な
が
る
施
策
の
実
行
を
お
願
い

し
ま
す
。
歳
出
で
は
公
共
工
事
等
の

事
業
に
お
い
て
社
会
経
済
の
現
況
を

調
査
し
、
予
算
見
積
り
を
慎
重
・
適

正
に
行
う
こ
と
、
ま
た
市
税
等
の
滞

納
繰
越
分
調
定
額
が
基
幹
系
と
財
務

会
計
の
シ
ス
テ
ム
間
で
不
一
致
が
生

じ
た
報
告
で
は
、
原
因
の
解
明
と
再

発
防
止
策
の
着
実
な
実
行
を
要
望
し

ま
す
。
１
人
で
実
務
を
行
う
担
当
部

署
も
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
果
た
せ
る
よ

う
要
望
し
、
賛
成
討
論
と
し
ま
す
。

賛 成
公明党

保
ほ

角
ずみ

美
み

代
よ
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市債の借入額とその残高の推移は？
　市債の借入額は、令和５年度は９億8,940万円となり、前年度から
２億3,030万円、30.3％の増となりました。新中央保育所整備事業の財
源として４億6,550万円を発行したことなどによるものです。
　市債の残高は、令和５年度は173億5,419万9,578円となり、前年度
から10億5,635万3,430円の減となりました。小・中学校校舎等の耐震
補強や大規模改修事業等の大型工事で発行した市債は、完了以降、毎
年償還を行っているため、令和元年度から令和５年度までの５年間合
計で、市債残高は37億6,545万4,796円の減となりました。

各年度、適債事業や臨時財政対策債の発行額の増減
により借入額に差が生じています

借入額の推移 単位：億円

0

5

10

15

20

R1 R2 R3 R4 R5

16.8 17.9

7.6
9.8

14.2

　
平
和
啓
発
看
板
が
完
成
し
た
こ
と

や
子
育
て
支
援
と
し
て
学
校
給
食
費

の
無
償
化
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
は
評

価
し
ま
す
。
し
か
し
、
公
共
工
事
の

入
札
の
不
落
が
続
く
な
ど
事
業
が
ス

ト
ッ
プ
す
る
事
態
も
発
生
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
民
の
福
祉
の
増
進
を

実
践
す
べ
き
職
員
の
手
立
て
が
で
き

て
い
ま
せ
ん
。
市
債
の
残
高
を
減
少

さ
せ
、
基
金
を
増
や
す
な
ど
将
来
へ

の
備
え
の
努
力
は
見
受
け
ら
れ
ま
す

が
、
交
通
弱
者
対
策
や
公
共
施
設
の

空
調
対
策
な
ど
が
残
さ
れ
て
お
り
、

市
民
の
暮
ら
し
と
命
を
守
る
た
め
、

残
さ
れ
て
い
る
事
業
の
改
善
、
必
要

性
を
申
し
上
げ
不
認
定
と
し
ま
す
。

反 対
日本共産党

中
なか

村
むら

洋
よう

子
こ

　
議
案
第
43
号
令
和
５
年
度
一
般
会

計
決
算
は
、
滞
納
繰
越
分
収
入
未
済

額
の
個
人
市
民
税
等
に
基
幹
系
と
財

務
会
計
シ
ス
テ
ム
間
で
差
異
が
生
じ

た
額
を
決
算
書
に
記
載
、
数
字
の
誤

記
が
あ
る
の
は
誤
り
の
あ
る
決
算
書

で
す
。
監
査
委
員
審
査
報
告
書
に
記

載
が
な
い
こ
と
も
監
査
の
適
正
性
に

疑
問
が
残
り
ま
す
。
令
和
６
年
度
で

修
正
す
る
と
の
こ
と
で
す
が
議
案
は

令
和
５
年
度
決
算
で
す
。
よ
っ
て
不

認
定
と
し
て
地
方
自
治
法
第
２
３
３

条
に
基
づ
き
市
長
は
当
該
措
置
内
容

を
議
会
に
報
告
す
る
こ
と
を
通
じ
て

市
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
維
持
に
つ
な
が
る

こ
と
を
念
じ
、
反
対
討
論
と
し
ま
す｡

反 対
市民の力

工
く

藤
どう

日
ひ

出
で

夫
お

　

歳
出
決
算
額
２
５
１
億
１
４
０
３ 

万
2
３
５
６
円
で
、
そ
の
中
身
は
民

生
費
関
連
（
社
会
福
祉
費
・
児
童
福

祉
費
・
生
活
保
護
費
・
災
害
救
助

費
）
44
％
、
総
務
費
関
連
（
企
画
管

理
費
・
総
務
管
理
費
他
）
18
％
、
教

育
費
関
連
（
教
育
総
務
費
・
小
学
校

費
・
中
学
校
費
・
幼
稚
園
費
）

８
・
８
％
で
計
70
・
8
％
が
主
な
支

出
で
あ
り
、
性
質
別
で
み
て
も
扶
助

費
（
生
活
困
窮
者
・
子
育
て
世
帯
・

障
が
い
者
の
生
活
支
援
）
25
・
４ 

％
、
物
件
費
（
主
に
委
託
費
）

14
・
３
％
、
補
助
費
等
11
・
6
％
で

計
51
・
3
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
全

体
を
俯
瞰
す
る
と
妥
当
な
支
出
と
考

え
、
賛
成
し
ま
す
。

賛 成
れいわ新選組
北本 毛

も
呂
ろ

一
かず

夫
お

討論 「議案第43号」令和５年度北本市
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税
還
付
金
の
差
押
や
、
売
掛
金
の
差
押

等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

健
康
福
祉
分
科
会
長
報
告
よ
り

Ｑ
１　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
業
務
の

実
施
状
況
に
つ
い
て

Ａ
１　

新
規
相
談
件
数
が
１
５
６
件

で
、
就
労
支
援
対
象
者
20
人
の
う
ち
一

般
就
労
を
開
始
し
た
人
が
７
人
、
収
入

の
増
加
が
あ
っ
た
人
は
８
人
で
し
た
。

子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業
に
は
中
学
生

17
人
、
高
校
生
20
人
が
参
加
し
、
中
学

３
年
生
８
人
全
員
が
進
学
を
果
た
し
ま

し
た
。
令
和
５
年
度
か
ら
は
家
計
改
善

支
援
事
業
に
取
り
組
み
、
９
人
に
家
計

の
見
え
る
化
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
ま
し
た
。

Ｑ
２　
障
害
児
通
所
支
援
等
の
利
用
人

数
に
つ
い
て

Ａ
２　
令
和
５
年
度
の
延
べ
利
用
人
数

は
前
年
度
比
２
８
５
人
増
の
２
８
６
３

人
で
、
主
に
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
、
児
童
発
達
支
援
の
人
数
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

は
延
べ
人
数
１
５
８
人
の
増
、
児
童
発

達
支
援
は
１
４
５
人
の
増
と
、
全
体
的

に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

Ｑ
３　
こ
ど
も
医
療
費
の
増
の
要
因
に

つ
い
て

Ａ
３　
１
点
目
が
令
和
４
年
10
月
か
ら

県
内
の
医
療
機
関
ま
で
現
物
給
付
が
拡

大
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。
現
物
給
付
拡
大
後
の
１
か
月

当
た
り
の
支
出
額
が
拡
大
前
と
比
較
す

「
議
案
第
43
号
」令
和
５
年
度
北

本
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

総
務
文
教
分
科
会
長
報
告
よ
り

Ｑ
１　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に
つ

い
て
、
令
和
４
年
度
の
寄
附
金
の
増
加

額
が
２
億
２
７
３
万
５
３
９
円
で
前
年

度
比
22
・
３
％
の
増
加
率
に
対
し
、
令

和
５
年
度
の
寄
附
金
の
増
加
額
は

８
５
７
０
万
７
０
０
０
円
で
前
年
度
比

７
・
７
％
の
増
加
率
に
留
ま
っ
た
要
因

はＡ
１　

前
年
度
か
ら
伸
び
は
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
寄
附
件
数
は
増
加

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
グ
リ
コ
で
は

寄
附
件
数
は
令
和
４
年
度
２
３
０
７
件

か
ら
令
和
５
年
度
３
５
８
６
件
と
、

55
・
４
％
増
加
し
て
い
ま
す
。
高
額
な

返
礼
品
が
な
い
た
め
、
件
数
は
伸
び
ま

し
た
が
、
金
額
と
し
て
は
伸
び
悩
ん
だ

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
２　
賦
課
徴
収
事
務
費
に
関
し
て
、 

主
な
差
押
の
種
類
と
件
数
に
つ
い
て

Ａ
２　
一
番
多
い
も
の
が
預
金
の
差
押

で
２
３
０
件
、
次
い
で
給
与
の
差
押
で

46
件
、
生
命
保
険
の
差
押
で
32
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
所
得

る
と
平
均
で
17
・
３
％
増
と
な
っ
て
お

り
、
窓
口
で
の
支
払
い
が
不
要
と
な
っ

た
こ
と
で
、
受
診
の
敷
居
が
下
が
っ
た

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
か

ら
審
査
支
払
機
関
へ
の
支
払
い
が
２
か

月
遅
れ
と
な
る
た
め
、
令
和
４
年
度
は

12
月
か
ら
の
４
か
月
分
、
令
和
５
年
度

は
１
年
分
の
数
字
と
な
る
た
め
、
大
幅

増
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
２
点

目
と
し
て
は
、
令
和
５
年
５
月
か
ら
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
位
置
付

け
が
５
類
に
移
行
し
、
国
の
公
費
負
担

だ
っ
た
も
の
が
こ
ど
も
医
療
費
の
対
象

と
な
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

建
設
経
済
分
科
会
長
報
告
よ
り

Ｑ　

北
本
市
バ
ス
運
行
経
費
負
担
金

２
２
０
０
万
円
の
対
象
路
線
そ
れ
ぞ
れ

の
負
担
金
額
と
運
行
状
況
に
つ
い
て

Ａ　

川
越
観
光
自
動
車
の
ワ
コ
ー

レ
・
桶
川
工
業
団
地
線
に
１
０
０
０
万

円
、
丸
建
つ
ば
さ
交
通
の
北
本
駅
西
口

二
ツ
家
経
由
北
本
駅
東
口
線
に
６
０
０ 

万
円
、
東
間
・
深
井
循
環
線
に

６
０
０
万
円
、
合
計
２
２
０
０
万
円
を

支
出
し
て
い
ま
す
。
前
年
度
比
３
０
０ 

万
円
増
と
な
っ
て
い
る
理
由
は
、
川
越

観
光
自
動
車
の
ワ
コ
ー
レ
・
桶
川
工
業

団
地
線
へ
の
負
担
金
を
３
０
０
万
円
増

額
し
た
た
め
で
す
。
事
業
者
か
ら
、
当

該
路
線
が
継
続
的
に
赤
字
で
維
持
が
困

難
で
あ
る
と
の
強
い
要
望
を
受
け
、
予

算
の
範
囲
内
で
増
額
し
た
も
の
で
、
赤

字
額
は
令
和
３
年
度
６
９
７
万
円
、
令

和
４
年
度
３
５
３
万
７
０
０
０
円
で
、

増
額
し
た
後
の
令
和
５
年
度
で
も
な
お

１
６
６
万
９
０
０
０
円
の
赤
字
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
事
業
者
が
負
担
を
し

な
が
ら
、
公
共
交
通
と
し
て
当
該
路
線

を
維
持
し
て
い
る
状
況
で
す
。

「
議
案
第
57
号
」令
和
６
年
度
北
本

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

総
務
文
教
分
科
会
長
報
告
よ
り

Ｑ　

債
務
負
担
行
為
補
正
に
関
し

て
、
令
和
７
年
度
か
ら
３
年
間
の
給
食

調
理
等
業
務
を
委
託
す
る
に
あ
た
り
、

同
じ
事
業
者
が
入
札
す
る
こ
と
で
調
理

員
の
流
動
的
な
配
置
が
可
能
に
な
る
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
う
が
、
入

札
す
る
上
で
考
慮
さ
れ
る
の
か

Ａ　

小
学
校
に
つ
い
て
は
中
丸
小
学

校
、
石
戸
小
学
校
、
西
小
学
校
、
東
小

学
校
の
４
校
、
中
学
校
は
西
中
学
校
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
小
学
校
４
校
は
、

ま
と
め
て
委
託
者
の
募
集
を
行
い
、
１

日
当
た
り
の
必
要
食
数
を
委
託
す
る
契

約
と
な
る
た
め
、
そ
れ
を
十
分
に
こ
な

せ
る
調
理
員
を
確
保
し
て
い
る
事
業
者

に
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

こんな質疑をしました

予
算
決
算

常
任
委
員
会
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各常任委員会でPick up!

「
議
案
第
50
号
」北
本
市
個
人
番
号
の
利
用

及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

Ｑ
１　
就
職
準
備
給
付
金
の
支
給
対
象
者
へ
の
周
知

は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か

Ａ
１　

就
職
準
備
給
付
金
は
、
生
活
保
護
世
帯
で

高
校
卒
業
後
に
就
職
に
よ
り
、
保
護
を
必
要
と
し
な

く
な
る
方
に
支
給
し
ま
す
。
高
校
生
が
い
る
世
帯
は

把
握
し
て
い
る
た
め
、
個
別
に
案
内
を
行
い
ま
す
。

Ｑ
２　
就
職
準
備
給
付
金
の
支
給
額
は
い
く
ら
に
な

る
の
か
。
ま
た
、
進
学
準
備
給
付
金
に
つ
い
て
は
支

給
額
に
変
化
は
あ
る
の
か

Ａ
２　

進
学
準
備
給
付
金
、
就
職
準
備
給
付
金
と

も
に
同
じ
金
額
で
、
同
居
の
場
合
は
10
万
円
、
世
帯

か
ら
転
出
す
る
場
合
に
は
30
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

「
議
案
第
51
号
」北
本
市
税
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

Ｑ
１　
公
益
信
託
に
関
す
る
法
律
が
、
以
前
と
比
べ

て
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か

Ａ
１　
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
主
務
官
庁
制
を
廃
止

し
て
公
益
法
人
と
共
通
の
行
政
庁
が
公
益
信
託
の
認

可
、
監
督
を
行
う
制
度
に
改
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

公
益
信
託
の
許
可
基
準
及
び
ガ
バ
ナ
ン
ス
等
を
法
定

し
、
国
民
か
ら
の
信
頼
を
確
保
す
る
こ
と
で
使
い
や

す
い
制
度
へ
の
見
直
し
を
行
い
、
民
間
公
益
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

総
務
文
教

常
任
委
員
会

「
議
案
第
52
号
」北
本
市
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

Ｑ
１　
今
回
の
改
正
で
短
期
被
保
険
者
証
の
仕
組
み

が
廃
止
と
な
る
が
、
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
た

場
合
に
マ
イ
ナ
保
険
証
と
し
て
使
え
る
の
か

Ａ
１　
滞
納
者
に
つ
い
て
も
被
保
険
者
資
格
は
継
続

的
に
有
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
で
す
の
で
、
マ
イ
ナ

保
険
証
と
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
滞
納
が
続

い
た
場
合
、
特
別
療
養
費
の
支
給
に
変
更
す
る
旨
の

事
前
通
知
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
納
付
に
応

じ
な
か
っ
た
場
合
は
、
特
別
療
養
費
の
対
象
者
と
な

り
ま
す
。
そ
う
し
た
場
合
は
、
一
旦
全
額
を
自
己
負

担
し
、
後
日
保
険
者
負
担
分
を
償
還
払
い
し
ま
す
。

Ｑ
２　
国
民
健
康
保
険
税
を
長
期
間
滞
納
し
た
場
合

に
発
行
さ
れ
る
資
格
証
明
書
を
発
行
し
た
ケ
ー
ス
は

あ
る
か

Ａ
２　
現
状
の
本
市
の
対
応
と
し
て
は
、
滞
納
が
生

じ
た
場
合
に
ま
ず
短
期
被
保
険
者
証
を
発
行
し
ま

す
。
短
期
被
保
険
者
証
発
行
後
、
税
務
課
に
お
い
て

滞
納
者
の
資
力
等
を
考
慮
し
な
が
ら
納
税
相
談
を
行

い
、
１
年
以
内
の
分
納
も
し
く
は
滞
納
処
分
等
を

行
っ
て
解
決
し
て
い
く
た
め
、
資
格
証
明
書
の
発
行

に
は
至
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

健
康
福
祉

常
任
委
員
会

「
議
請
第
４
号
」「
日
本
政
府
が
核
兵
器
禁

止
条
約
第
３
回
締
約
国
会
議
に
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
参
加
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」の

国
会
提
出
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て

Ｑ
１　
令
和
５
年
12
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
請
願

の
内
容
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
締
約
国
会
議
へ

の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
に

変
更
し
た
の
か

Ａ
１　
前
回
は
政
府
に
意
見
を
届
け
ら
れ
な
い
結
果

に
な
っ
た
の
で
、
ま
ず
は
市
議
会
と
し
て
意
見
書
を

届
け
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
、
な
る
べ
く
多
く
の
議

員
の
皆
さ
ん
が
賛
同
し
て
届
け
て
ほ
し
い
と
い
う
観

点
か
ら
、
請
願
事
項
を
締
約
国
会
議
に
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
参
加
を
求
め
る
内
容
に
変
え
て
提
出
し
ま
し
た｡

Ｑ
２　
今
回
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
を
求
め
る
と
い

う
請
願
事
項
だ
が
、
こ
れ
以
降
は
核
禁
止
条
約
の
署

名
・
批
准
を
求
め
る
請
願
は
当
面
行
わ
ず
、
政
府
の

核
保
有
国
と
非
核
保
有
国
と
の
橋
渡
し
役
と
い
う
方

針
を
見
守
る
と
い
う
こ
と
か

Ａ
２　

今
回
の
請
願
は
署
名
・
批
准
を
求
め
て
い

ま
せ
ん
が
、
そ
の
立
場
を
捨
て
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
核
兵
器
廃
絶
を
一
歩
で
も
二
歩
で
も
前
へ
進

め
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
今
回
の
請
願
を
提
出
し
ま

し
た
。
今
後
は
社
会
情
勢
の
進
展
な
ど
状
況
を
判
断

し
た
上
で
、
改
め
て
市
議
会
に
新
し
い
意
思
表
示
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
求
め
る
こ
と
は
有
り
得
る
と

思
い
ま
す
。
全
て
の
運
動
が
核
兵
器
廃
絶
に
向
か
う

よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

建
設
経
済

常
任
委
員
会

令
和
６
年
12
月
２
日
か

ら
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」

を
基
本
と
す
る
仕
組
み

に
移
行
し
ま
す

詳しくはこちら
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議　 案　 名
議
決
結
果

彩桜きたもと 緑風会 公明党 日本
共産党 みらい 市民

の力
北
本

れ
い
わ
新
選
組

永
井　
　
司

青
野　
康
子

高
橋　
　
誠

諏
訪　
幸
男

岡
村　
有
正

現
王
園
孝
昭

滝
瀬　
光
一

小
久
保
博
雅

村
田　
裕
子

桜
井　
　
卓

今
関　
公
美

斉
藤　
　
章

保
角　
美
代

島
野　
和
夫

湯
沢　
美
恵

中
村　
洋
子

金
森
す
み
子

大
嶋　
達
巳

工
藤
日
出
夫

毛
呂　
一
夫

市　
長　
提　
出　
議　
案

「議案第43号」令和５年度北本市一般会計歳入
歳出決算の認定について 可決

議
長
は
表
決
に
参
加
し
な
い

退 × × ×

「議案第44号」令和５年度北本市後期高齢者医
療特別会計歳入歳出決算の認定について 可決 退 ×

「議案第45号」令和５年度北本都市計画事業久
保特定土地区画整理事業特別会計歳入歳出決
算の認定について

可決

「議案第46号」令和５年度北本市国民健康保険
特別会計歳入歳出決算の認定について 可決 ×

「議案第47号」令和５年度北本市介護保険特別
会計歳入歳出決算の認定について 可決 ×

「議案第48号」令和５年度埼玉県央広域公平委
員会特別会計歳入歳出決算の認定について 可決

「議案第49号」令和５年度北本市公共下水道事
業会計決算の認定について 可決

「議案第50号」北本市個人番号の利用及び特定
個人情報の提供に関する条例の一部改正につ
いて

可決

「議案第51号」北本市税条例の一部改正について 可決
「議案第52号」北本市国民健康保険条例の一部
改正について 可決 ×

「議案第53号」埼玉県後期高齢者医療広域連合
規約の変更について 可決 欠 ×

「議案第54号」令和５年度北本市公共下水道事
業会計未処分利益剰余金の処分について 可決

「議案第55号」子どもの権利擁護委員の委嘱に
ついて 同意 欠

「議案第56号」子どもの権利擁護委員の委嘱に
ついて 同意 欠

「議案第57号」令和６年度北本市一般会計補正
予算（第４号） 可決

「議案第58号」令和６年度北本市後期高齢者医
療特別会計補正予算（第１号） 可決

「議案第59号」令和６年度北本都市計画事業久
保特定土地区画整理事業特別会計補正予算

（第１号）
可決

「議案第60号」令和６年度北本市国民健康保険
特別会計補正予算（第１号） 可決

「議案第61号」令和６年度北本市介護保険特別
会計補正予算（第２号） 可決

「議案第62号」教育委員会教育長の任命について 同意

請
願

「議請第４号」「日本政府が核兵器禁止条約第
３回締約国会議にオブザーバー参加すること
を求める意見書」の国会提出を求める請願

採択 退

提
出
議
案

委
員
会

「委提第３号」日本政府が核兵器禁止条約第３
回締約国会議にオブザーバー参加することを
求める意見書

可決 退

※表の見方　賛成：空欄　反対：×　欠：欠席　退：退席　除：除斥

除斥 … �議会において、議員は直接の利害関係にある議
事には参加できないとする制度のこと。関係事
案の審議に際しては退場しなければならない。

除斥・退席について
退席 … �議員個人の判断で、

採決前に議場の外へ
出ること。

その他の議会用語
については市議会
のホームページで
公開しています。

提出案件の結果一覧（９月定例会）
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一般質問は、各議員が原稿を作成しています。一般質問

 

旧
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

Ｑ　
現
在
の
状
況
に
つ
い
て

Ａ　
市
民
の
皆
様
か
ら
寄
贈
を
さ
れ
た
民
具
の
収
蔵
施
設

と
災
害
時
に
お
け
る
物
資
の
保
管
場
所
と
し
て
活
用
し
て

い
ま
す
。
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
で
は
売
却
を
検

討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
、
民
具
や
物
資
の

適
切
な
移
転
先
が
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
具
体
的
な

計
画
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

 

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
に
つ
い
て�

Ｑ　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
限
ら
ず
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
設

置
、
保
育
所
な
ど
の
小
運
動
会
、
イ
ベ
ン
ト
利
用
、
地
域

の
防
災
拠
点
な
ど
、
多
世
代
の
方
が
利
用
で
き
る
と
考
え

る
が
、
今
後
の
利
活
用
に
つ
い
て
伺
う

Ａ　
令
和
５
年
度
に
は
支
柱
と
梁
の
一
部
修
繕
を
し
ま
し

た
が
、
今
後
継
続
し
て
い
く
に
は
多
額
の
修
繕
費
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
財
政
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
最
終
的

な
方
針
を
決
定
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

公
民
館
の
体
育
施
設
及
び
ホ
ー
ル
に
つ
い
て

Ｑ　
今
後
、
空
調
機
器
の
設
置
予
定
は
あ
る
の
か

Ａ　
エ
ア
コ
ン
の
設
置
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
夏
場
は

気
温
が
高
く
熱
中
症
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
の
で
、
今

後
の
暑
さ
対
策
と
し
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

 

交
流
授
業
に
つ
い
て

Ｑ　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
韓
国
、
中
国
な
ど
外
国
と
オ
ン

ラ
イ
ン
交
流
を
し
て
は
ど
う
か

Ａ　
現
状
で
は
難
し
い
で
す
が
、
子
ど
も
の
視
野
を
広
げ

る
に
は
有
効
と
考
え
る
の
で
、調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

 

防
災
に
つ
い
て

Ｑ　
災
害
想
定
地
区
に
地
区
防
災
計
画
の
策
定
を
、
想
定

さ
れ
る
個
人
に
は
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
推
奨
を
し
て
は

Ａ　
地
区
防
災
計
画
に
つ
い
て
は
自
主
防
災
組
織
に
呼
び

か
け
ま
す
。
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
、
浸
水
想
定
区
域
に

居
住
さ
れ
て
い
る
方
に
郵
送
等
で
情
報
提
供
し
ま
す
。

 

マ
イ
ナ
保
険
証
の
普
及
と
利
用
促
進
に
つ
い
て

Ｑ　
マ
イ
ナ
保
険
証
に
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
も
含
め
市

民
へ
の
周
知
を
す
る
べ
き
と
考
え
る
が

Ａ　
令
和
６
年
12
月
２
日
か
ら
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
移
行
し

ま
す
の
で
、
正
し
い
情
報
を
お
知
ら
せ
し
、
丁
寧
な
説
明

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

 

持
続
可
能
な
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

Ｑ　
岐
阜
県
大
垣
市
で
は
中
小
企
業
に
さ
ま
ざ
ま
な
補
助

金
制
度
を
設
け
て
い
る
が
本
市
で
も
取
り
組
む
べ
き
で
は

Ａ　
（
市
長
）
今
後
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
産
業
誘
致
も

含
め
た
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

乳
が
ん
罹
患
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

Ｑ　
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
の
助
成
支
援
に
つ
い
て
取
り
組

む
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か

Ａ　
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
の
重
要
性
は
増
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
県
の
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
助
成
事
業
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
の
で
今
後
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

 

北
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

Ｑ　
情
報
を
得
や
す
い
よ
う
に
す
べ
き
と
考
え
る
が

Ａ　
令
和
８
年
度
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
予
定
し
て
い
ま
す

の
で
、
い
た
だ
い
た
意
見
を
参
考
に
し
て
い
き
ま
す
。

 

市
民
が
便
利
に
移
動
で
き
る
ま
ち
に
つ
い
て

Ｑ　
も
っ
と
利
用
し
や
す
い
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

Ａ　
市
内
を
運
行
す
る
タ
ク
シ
ー
事
業
者
２
者
と
も
に
運

転
手
不
足
の
た
め
、
登
録
台
数
全
車
は
稼
働
で
き
て
い
な

い
状
況
で
す
。
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
事
業
に
も
現
時
点

で
参
入
の
意
思
は
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

 

人
口
の
社
会
増
を
推
進
す
る
取
組
に
つ
い
て

Ｑ　
待
機
児
童
の
解
消
に
つ
い
て

Ａ　
保
育
士
の
確
保
と
施
設
整
備
で
受
入
枠
を
増
や
す
こ

と
が
必
要
で
す
。
き
た
も
と
保
育
士
就
職
奨
励
金
交
付
事

業
の
効
果
的
実
施
及
び
今
年
度
小
規
模
保
育
事
業
所
整
備

の
た
め
、
建
設
補
助
金
活
用
に
よ
る
２
か
所
開
設
と
、
市

内
２
か
所
の
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
で
令
和

７
年
度
の
受
入
枠
拡
大
を
図
り
ま
す
。

 

市
民
の
声
が
も
っ
と
市
政
に
反
映
さ
せ
ら
れ
る
ま
ち
に�

 

つ
い
て

Ｑ　
生
活
保
護
申
請
に
つ
い
て

Ａ　
国
が
定
め
た
最
低
生
活
費
と
申
請
者
世
帯
全
員
の

収
入
額
と
を
比
較
し
、不
足
す
る
場
合
に
保
護
を
決
定
し
、

不
足
額
を
支
給
し
ま
す
。
入
る
見
込
み
の
な
い
仕
送
り
収

入
は
認
定
し
ま
せ
ん
。
申
請
を
却
下
す
る
場
合
は
書
面
で

通
知
し
、
可
能
な
限
り
電
話
・
窓
口
で
も
説
明
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◦
道
路
等
損
傷
通
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

◦
障
が
い
者
の
就
労
支
援
に
つ
い
て

◦
補
聴
器
購
入
費
の
補
助
に
つ
い
て

◦
私
道
及
び
市
道
の
整
備
に
つ
い
て

録画配信

録画配信

録画配信

（公明党）
保
ほ

角
ずみ

美
み

代
よ

（れいわ新選組北本）
毛
も ろ

呂一
かず

夫
お

（緑風会）
今
いませき

関公
まさ

美
み
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一般質問は、各議員が原稿を作成しています。

 
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
行
動
計
画
に
つ
い
て

Ｑ
１　
行
動
計
画
に
目
標
値
を
設
定
し
な
か
っ
た
理
由
は

Ａ
１　
こ
ど
も
大
綱
を
勘
案
し
て
市
町
村
こ
ど
も
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
が
努
力
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
国
の
動

向
と
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
ず
、
大
綱
の
内
容
を
取
り
込
め

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
、
市
町
村
こ
ど
も
計
画
を
策
定
す

る
に
当
た
り
、
こ
ど
も
大
綱
を
勘
案
し
て
設
定
し
ま
す
。

Ｑ
２　
進
行
管
理
や
評
価
・
検
証
の
方
法
は

Ａ
２　
各
課
で
自
己
評
価
を
行
い
、
子
育
て
支
援
課
で
管

理
表
を
作
成
し
、
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
が
進
捗
状
況
を

検
証
し
ま
す
。
評
価
・
検
証
は
令
和
７
年
度
か
ら
行
い
ま

す
。管
理
表
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
予
定
で
す
。

Ｑ
３　
体
罰
及
び
不
適
切
指
導
の
防
止
に
向
け
た
取
組
は

Ａ
３　
県
発
行
の
不
祥
事
根
絶
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
国
の
生
徒
指
導
提
要
を
活
用
し
、
体
罰
、
不
適
切
な
指

導
は
い
か
な
る
児
童
生
徒
に
対
し
て
も
許
さ
れ
な
い
こ
と

や
、
す
べ
て
の
教
職
員
が
果
た
す
べ
き
使
命
を
自
覚
し
、

誇
り
を
も
っ
て
職
責
を
果
た
す
こ
と
に
つ
い
て
、
継
続
的

に
研
修
を
実
施
し
、
不
祥
事
根
絶
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

Ｑ
４　
子
ど
も
の
意
見
表
明
権
を
確
保
す
る
た
め
の
取
組

はＡ
４　
本
年
７
月
に
県
立
北
本
高
校
の
生
徒
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
き
た
も
と
子
ど
も
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

庁
内
推
進
体
制
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
第
３
期
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
策
定
に
お
い
て
実
施
す
る
子
ど

も
の
意
見
表
明
の
機
会
を
確
保
す
る
方
法
を
具
体
例
と
し

て
示
し
、
庁
内
に
周
知
す
る
予
定
で
す
。

 

小
・
中
学
校
給
食
費
に
つ
い
て

Ｑ
１　
現
在
、
中
学
校
で
は
給
食
費
の
徴
収
が
な
い
が
、

こ
の
こ
と
で
教
職
員
の
負
担
は
変
化
し
た
の
か

Ａ
１　
学
校
給
食
費
の
引
落
し
状
況
を
教
職
員
が
そ
の
都

度
確
認
し
、
未
納
の
家
庭
へ
連
絡
を
す
る
な
ど
の
対
応
が

必
要
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
業
務
負
担
の
軽
減
に
つ
な

が
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

Ｑ
２　
な
ぜ
公
会
計
を
や
め
、
私
会
計
へ
移
行
し
た
の
か

Ａ
２　
各
中
学
校
に
お
い
て
給
食
調
理
を
実
施
す
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
小
学
校
と
同
様
に
私
会
計
と
す
る

こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
の
判
断
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

Ｑ
３　
文
部
科
学
省
か
ら
学
校
給
食
費
の
公
会
計
化
等
の

推
進
に
つ
い
て
通
知
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
給
食
費
は

私
会
計
か
ら
公
会
計
へ
と
移
行
す
べ
き
で
は
な
い
か

Ａ
３　
公
会
計
を
採
用
す
る
に
は
、
シ
ス
テ
ム
等
の
多
額

の
導
入
経
費
や
人
員
の
確
保
が
必
要
と
な
る
た
め
、
関
係

部
内
で
調
査
研
究
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
４　
来
年
度
、
小
・
中
学
校
の
す
べ
て
に
お
い
て
給
食

費
を
完
全
無
償
化
に
す
る
意
思
は
あ
る
の
か

Ａ
４　
（
市
長
）
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て
は
、

来
年
度
当
初
予
算
編
成
の
中
で
検
討
し
ま
す
。

 

広
報
き
た
も
と
に
つ
い
て

Ｑ　
広
報
き
た
も
と
等
の
音
声
デ
ー
タ
化
の
充
実
に
関
す

る
請
願
が
採
択
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
対
応
は

Ａ　
新
規
の
利
用
希
望
が
８
件
あ
り
ま
し
た
。引
き
続
き
、

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
か
ば
ざ
く
ら
の
皆
様
と
の

連
携
を
深
め
ま
す
。

録画配信

録画配信

 

交
通
難
民
を
な
く
す
た
め
に

Ｑ
１　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入
に
つ
い
て

Ａ
１　
現
在
、
北
本
駅
を
中
心
に
川
越
観
光
自
動
車
及
び

丸
建
つ
ば
さ
交
通
の
路
線
バ
ス
が
７
路
線
運
行
し
て
い
る

ほ
か
、
熊
通
タ
ク
シ
ー
及
び
長
谷
川
タ
ク
シ
ー
が
運
行
し

て
い
ま
す
。
市
で
は
市
内
の
交
通
空
白
地
域
を
解
消
し
、

高
齢
者
等
の
交
通
弱
者
及
び
交
通
不
便
地
域
住
民
の
移
動

手
段
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス

を
ワ
ゴ
ン
車
両
２
台
、
普
通
車
両
２
台
の
体
制
で
運
行
し

て
お
り
、
そ
の
ほ
か
鴻
巣
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
２

路
線
北
本
駅
に
乗
り
入
れ
て
い
ま
す
。
市
内
の
路
線
バ
ス

に
つ
い
て
は
、
継
続
的
な
利
用
者
減
少
に
伴
う
経
営
状
況

の
悪
化
、
２
０
２
４
年
問
題
と
言
わ
れ
る
ト
ラ
ッ
ク
や
バ

ス
の
運
転
士
の
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
や
、
関
連
す
る

労
働
基
準
の
見
直
し
、
ま
た
慢
性
的
な
運
転
士
不
足
に
よ

り
、
近
年
両
バ
ス
事
業
者
が
減
便
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
２　
デ
マ
ン
ド
バ
ス
乗
合
率
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

Ａ
２　
本
市
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
運
行
中
の

平
均
乗
車
人
数
を
表
す
乗
り
合
い
値
を
使
用
し
て
把
握
し

て
い
ま
す
。
直
近
１
か
月
の
本
市
の
乗
り
合
い
値
は
、１・

２０
で
す
。
高
め
る
方
策
と
し
て
は
、
運
行
シ
ス
テ
ム
を
利

用
し
て
、
一
定
時
間
内
の
異
な
る
利
用
開
始
時
間
の
希
望

者
を
ま
と
め
て
一
つ
の
便
で
運
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
乗

り
合
い
値
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
ま
と
め
る
時
間

帯
を
広
げ
る
な
ど
の
方
策
を
検
討
し
、
乗
り
合
い
値
の
向

上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

録画配信

（みらい）
大
おおしま

嶋達
たつ

巳
み

（緑風会）
桜
さくらい

井　卓
すぐる

（日本共産党）
中
なかむら

村洋
よう

子
こ
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一般質問は、各議員が原稿を作成しています。

 

市
民
の
交
通
利
便
性
に
つ
い
て

Ｑ　
国
交
省
の
「
道
路
運
送
法
に
お
け
る
許
可
又
は
登
録

を
要
し
な
い
運
送
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に
よ
れ
ば
、

老
人
ホ
ー
ム
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
の
送
迎
車
に
対
し
、
ガ

ソ
リ
ン
代
・
保
険
料
・
車
両
借
上
料
を
利
用
者
負
担
、
人

件
費
を
自
治
体
負
担
と
し
、
利
用
し
て
い
な
い
時
間
帯
等

に
、
そ
の
車
両
を
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
よ
う
に
運
行
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

Ａ　
千
葉
県
我
孫
子
市
で
は
、
市
の
財
政
負
担
は
少
な
く

済
み
ま
す
が
、
ト
ラ
ブ
ル
等
に
よ
る
協
力
企
業
の
減
少
や

既
存
路
線
バ
ス
と
の
重
複
が
課
題
と
の
こ
と
で
し
た
。
今

後
、先
進
事
例
の
調
査
及
び
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
ま
す
。

 

障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て

Ｑ
１　
本
市
の
障
が
い
者
雇
用
の
達
成
状
況
に
つ
い
て

Ａ
１　

法
定
雇
用
率
２・
８
％
に
対
し
実
雇
用
率
２
・

６
３
％
と
若
干
下
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
法
定
雇
用
障
が

い
者
数
は
達
成
し
て
い
る
状
況
で
す
。

Ｑ
２　
完
全
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
障
が
い
者
雇
用
促
進
を

Ａ
２　
（
市
長
）
障
が
い
者
の
配
慮
事
項
へ
の
取
組
を
蓄

積
し
、
誰
も
が
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

 

市
民
学
芸
員
に
つ
い
て

Ｑ　
市
民
学
芸
員
の
養
成
に
つ
い
て

Ａ　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
よ
る
史
跡
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

の
実
施
等
、
市
民
主
体
に
よ
る
史
跡
の
魅
力
発
信
は
非
常

に
重
要
な
取
組
と
考
え
、
前
向
き
に
検
討
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◦
不
用
品
回
収
に
つ
い
て　
他

 

指
定
者
管
理
制
度
の
適
切
な
運
用
に
つ
い
て

Ｑ
１　
制
度
取
り
入
れ
か
ら
20
年
が
経
過
し
課
題
は

Ａ
１　
施
設
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
、
所
管
課
は
指
定
管

理
者
と
協
定
締
結
を
し
た
段
階
で
す
べ
て
の
責
任
ま
で
も

委
任
し
た
と
誤
認
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
、
直
営
と

は
違
い
管
理
運
営
を
し
て
い
る
意
識
を
持
ち
に
く
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
施
設
の
管
理
運
営
業
務
に
精
通
し
て
い
る

職
員
が
少
な
い
と
、
指
定
管
理
者
に
対
し
適
切
な
指
導
監

督
が
で
き
な
い
事
態
が
発
生
し
か
ね
な
い
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
２　
施
設
の
特
性
に
合
っ
た
候
補
者
選
定
委
員
会
と
す

る
た
め
に
、
所
管
課
に
お
い
て
有
識
者
を
選
出
し
て
開
催

す
る
な
ど
は
で
き
な
い
か

Ａ
２　
施
設
の
性
格
等
を
考
慮
し
た
上
で
、
専
門
家
を
選

出
し
選
定
委
員
会
を
構
成
す
る
こ
と
で
、
よ
り
適
切
な
指

定
管
理
者
の
選
定
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。ま
た
、

施
設
ご
と
に
異
な
る
委
員
を
選
ぶ
こ
と
に
よ
り
専
門
的
な

視
点
や
意
見
が
反
映
さ
れ
や
す
く
な
る
な
ど
、
施
設
ご
と

の
特
性
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
候
補
者
選
定
に
つ
な
が
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
の
で
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
３　
所
管
課
の
知
識
や
経
験
の
不
足
は
、
指
定
管
理
者

制
度
導
入
の
安
易
な
継
続
に
つ
な
が
る
。
小
平
市
の
よ
う

に
制
度
運
用
を
検
証
し
、
課
題
を
整
理
し
て
は
ど
う
か

Ａ
３　
（
市
長
）
ノ
ウ
ハ
ウ
の
欠
如
や
コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト

が
見
え
に
く
く
な
る
等
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
指
定
管
理

者
制
度
導
入
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
小
平
市
の
方
式
を
参

考
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
直
営
方
式
と
い
う
こ
と
も
十

分
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

録画配信

録画配信

 

地
域
防
災
に
つ
い
て

Ｑ
１　
災
害
時
に
自
主
防
災
組
織
と
確
実
に
情
報
伝
達
が

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る
の
か

Ａ
１　
固
定
電
話
、
携
帯
電
話
を
登
録
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
連
絡
先
を
記
入
し
て
い
た
だ
け
て
い
な
い
自
主
防

災
会
も
一
部
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
協
力
を
お
願
い
し
、

複
数
の
情
報
連
絡
手
段
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
２　
当
市
で
自
主
防
災
組
織
が
消
防
団
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

他
の
組
織
と
災
害
時
を
想
定
し
て
連
携
を
図
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
か

Ａ
２　
消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化

に
関
す
る
法
律
第
６
条
で
は
、
住
民
、
自
主
防
災
組
織
、

市
町
村
の
区
域
の
公
共
的
団
体
、
そ
の
他
の
防
災
に
関
す

る
組
織
、
消
防
団
、
水
防
団
、
地
方
公
共
団
体
、
国
等
は
、

地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に
関
す
る
施
策
が
円
滑
に
実
施

さ
れ
る
よ
う
、
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
協
力
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
、
本
市

に
お
い
て
は
災
害
を
想
定
し
た
連
携
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。

Ｑ
３　
自
主
防
災
組
織
の
関
連
団
体
と
の
連
携
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

Ａ
３　
消
防
団
を
中
核
と
し
つ
つ
、
防
災
に
関
す
る
多
様

な
主
体
が
適
切
に
役
割
分
担
を
し
な
が
ら
、
相
互
に
連
携

協
力
す
る
体
制
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
は
法
律
に
も
規
定

さ
れ
て
お
り
、重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

先
進
自
治
体
の
事
例
を
調
査
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

録画配信

（緑風会）
小
こ

久
く

保
ぼ

博
ひろまさ

雅

（緑風会）
村
むら

田
た

裕
ひろ

子
こ

（みらい）
金
かな

森
もり

すみ子
こ
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一般質問は、各議員が原稿を作成しています。

 
内
水
氾
濫
対
策
に
つ
い
て

Ｑ　
本
市
の
対
策
状
況
は

Ａ　
現
状
の
対
策
と
し
て
は
、
開
発
行
為
等
に
お
け
る
、

雨
水
流
出
抑
制
指
導
に
よ
る
雨
水
浸
透
貯
留
槽
等
の
設
置

や
、
道
路
側
溝
、
水
路
清
掃
等
の
維
持
管
理
、
雨
水
幹
線

の
整
備
を
進
め
、一
定
の
成
果
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
根
幹
と
な
る
雨
水
排
水
の
対
策
と
し
て
、
広
域
的

な
河
川
流
域
に
お
い
て
も
国
や
県
が
中
心
と
な
り
、
将
来

に
わ
た
っ
て
安
全
な
流
域
の
実
現
を
目
指
す
た
め
、
令
和

６
年
３
月
29
日
に
、
利
根
川
水
系
で
あ
る
中
川
、
綾
瀬
川

等
の
計
43
河
川
を
特
定
河
川
流
域
に
指
定
し
、
集
中
的
な

整
備
環
境
を
整
え
た
と
こ
ろ
で
す
。
本
市
に
お
い
て
は
、

主
に
Ｊ
Ｒ
高
崎
線
よ
り
東
側
地
域
が
特
定
河
川
区
域
に
位

置
し
、
雨
水
流
出
抑
制
対
策
の
強
化
及
び
内
水
排
水
の
受

皿
と
な
る
河
川
の
整
備
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
高
崎
線
よ
り
西
側
地
域
の
区
域
は
、
江

川
改
修
促
進
協
議
会
を
通
じ
て
、
地
域
の
流
末
と
な
っ
て

い
る
江
川
の
管
理
者
で
あ
る
埼
玉
県
に
早
期
整
備
に
関
す

る
要
望
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
、
桶
川
市
川
田
谷
地
区
に

お
い
て
、
調
整
池
の
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
他
の
質
問

◦
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

◦
栄
市
民
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

◦
ム
ク
ド
リ
対
策
に
つ
い
て

◦�

地
域
公
共
交
通
（
広
域
連
携
・
デ
マ
ン
ド
バ
ス
）
に
つ

い
て

 

市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
の
線
引
き
に
つ
い
て�

Ｑ　
専
業
農
家
の
状
況
及
び
今
後
の
推
移
に
つ
い
て

Ａ　
農
業
労
働
力
は
、
約
７
割
が
家
族
労
働
で
営
農
し
て

お
り
、
農
業
後
継
者
は
約
５
割
の
世
帯
で
後
継
者
が
い
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
農
家
数
全
体
が

減
少
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

北
本
市
、
桶
川
市
、
鴻
巣
市
の
合
併
に
つ
い
て

Ｑ　
合
併
に
よ
る
効
果
は

Ａ　
市
町
村
合
併
は
、
地
方
自
治
体
が
直
面
し
て
い
る
課

題
で
あ
る
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
そ
れ
に
伴
う
地
域

の
衰
退
を
解
消
す
る
た
め
の
手
段
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
が
、
現
在
合
併
の
検
討
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

 

市
内
企
業
の
工
場
再
稼
働
に
つ
い
て

Ｑ　
税
収
に
つ
い
て

Ａ　
ス
バ
ル
の
平
成
30
年
度
産
業
機
器
事
業
か
ら
の
撤
退

に
よ
り
３
億
円
程
度
の
減
額
と
な
っ
て
お
り
、
再
稼
働
に

よ
り
税
収
増
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

 

桶
川
北
本
イ
ン
タ
ー
の
北
本
市
側
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル� 

 

に
つ
い
て

Ｑ　
上
尾
道
路
沿
線
の
開
発
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
る
が

Ａ　
市
で
は
、
圏
央
道
桶
川
北
本
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周

辺
地
区
で
工
業
、
流
通
、
業
務
系
の
産
業
施
設
の
誘
致
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
活
性
化
に
資
す
る
物
販
施
設

や
観
光
施
設
等
を
誘
導
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
の
土
地
利
用
を
実
現
す
る
た
め
に
は
市
街
化
区
域

へ
の
編
入
を
伴
う
産
業
基
盤
づ
く
り
や
地
区
計
画
に
よ
る

民
間
開
発
誘
導
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

録画配信

録画配信

 

子
ど
も
の
本
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

Ｑ　
子
ど
も
が
初
め
て
本
に
触
れ
る
取
組
、
親
子
の
ふ
れ

あ
い
に
も
関
わ
る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
に
つ
い
て
伺
う

Ａ　
絵
本
を
配
布
す
る
こ
と
に
よ
り
親
子
の
心
を
育
む
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
乳
児
健
診
と
併
せ
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
絵
本
を
通
し
た
親
子
の
ふ
れ
あ
い
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
今
後
赤
ち
ゃ
ん

が
本
と
親
し
む
き
っ
か
け
作
り
と
な
る
よ
う
、
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
の
理
念
や
趣
旨
を
伝
え
る
ア
ド
バ
イ
ス
ブ
ッ
ク

レ
ッ
ト
や
図
書
館
利
用
案
内
を
絵
本
と
と
も
に
渡
し
て
い

ま
す
。
お
渡
し
す
る
際
に
聞
き
取
っ
た
利
用
者
の
声
や
現

場
の
声
を
踏
ま
え
、
絵
本
の
選
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

水
害
対
策
に
つ
い
て

Ｑ　
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
り
排
水
が
追
い
付
か
ず
、
道
路
に

雨
水
が
た
ま
り
通
行
止
め
に
な
る
箇
所
は
市
内
に
あ
る
の

か
、
ま
た
、
冠
水
情
報
は
ど
の
よ
う
に
収
集
す
る
の
か

Ａ　
通
行
止
め
が
必
要
な
箇
所
は
、
荒
川
の
増
水
時
に
、

高
尾
橋
や
荒
川
の
河
川
敷
周
辺
道
路
で
あ
る
高
尾
さ
く
ら

公
園
付
近
、北
本
水
辺
プ
ラ
ザ
公
園
付
近
、荒
井
橋
付
近
、

赤
堀
川
増
水
時
の
萬
歳
工
業
か
ら
埼
玉
県
学
校
給
食
会
ま

で
の
間
と
解
脱
会
東
側
の
Ｊ
Ｒ
の
下
を
く
ぐ
る
地
下
道
な

ど
が
あ
り
、
職
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
状
況
を
把

握
し
、
関
係
機
関
と
協
議
し
て
必
要
な
措
置
を
行
っ
て
い

ま
す
。
被
害
情
報
や
対
応
状
況
、
避
難
情
報
等
を
可
視
化

し
表
示
す
る
埼
玉
県
の
災
害
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
支
援
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
て
お
り
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
関
係
機
関
が

情
報
を
入
力
す
る
こ
と
で
共
有
し
て
い
ま
す
。

録画配信

（彩桜きたもと）
諏
す

訪
わ

幸
ゆき

男
お

（彩桜きたもと）
永
なが

井
い

　司
つかさ

（日本共産党）
湯
ゆ

沢
ざわ

美
み え

恵
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フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
民
間
施
設
利
用
支
援
に
つ
い
て

Ｑ　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通
う
生
徒
児
童
の
保
護
者
へ
経

済
的
支
援
と
し
て
補
助
金
を
出
せ
る
か

Ａ　
利
用
し
て
い
る
方
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
児
童
生
徒
、
家
庭
の
状
況
を
把
握
し
な

が
ら
、よ
り
良
い
支
援
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

公
園
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

Ｑ　
以
前
、
北
本
総
合
公
園
野
球
場
で
は
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
を
実
施
し
て
い
た
が
、
今
後
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を

実
施
す
る
予
定
は
あ
る
の
か

Ａ　
北
本
総
合
公
園
野
球
場
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
つ

い
て
は
、
平
成
30
年
９
月
か
ら
令
和
４
年
３
月
末
ま
で
の

期
間
、
株
式
会
社
埼
玉
県
民
球
団
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
契
約
を
交
わ
し
、
球
場
の
愛
称
を
ヒ
ー

ト
ベ
ア
ー
ズ
北
本
ス
タ
ジ
ア
ム
と
し
て
運
用
を
行
い
ま
し

た
。
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
制
度
は
、
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
控
え
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
球
場
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
有
効
な
手
段
と
考
え
ま
す
の
で
、
前
向
き
に
検
討

を
進
め
ま
す
。

 

安
全
点
検
の
現
状
と
取
組
に
つ
い
て

Ｑ　
市
内
の
道
路
に
つ
い
て
安
全
点
検
を
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か

Ａ　
道
路
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
電
話
や
窓
口
、
道

路
等
損
傷
通
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
通
報
、
２
名
体
制
で
市

内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
包
括
連
携
を
締
結
し
て
い
る
郵
便
局

か
ら
の
情
報
提
供
、
自
治
会
長
説
明
会
で
の
周
知
な
ど
に

よ
り
道
路
等
の
損
傷
に
つ
い
て
情
報
収
集
し
て
い
ま
す
。

 

認
知
症
の
取
組
に
つ
い
て

Ｑ
１　
認
知
症
予
防
の
施
策
と
し
て
行
っ
て
い
る
取
組
は

Ａ
１　
北
本
市
認
知
症
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
発
行
し
、
市

役
所
窓
口
の
ほ
か
、
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
市
の

出
前
講
座
な
ど
で
配
付
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
患

者
と
そ
の
家
族
を
中
心
と
し
た
交
流
の
場
と
し
て
オ
レ
ン

ジ
カ
フ
ェ
を
開
催
し
、
認
知
症
に
つ
い
て
の
啓
発
や
予
防

を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
２　
早
い
発
見
と
対
処
で
症
状
の
進
行
を
緩
や
か
に
さ

せ
る
よ
う
な
事
業
を
取
り
入
れ
て
み
て
は
い
か
が
か

Ａ
２　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
高
齢
者
あ
ん
し
ん
相

談
窓
口
、
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
、
介
護
保

険
申
請
の
援
助
や
、
専
門
医
の
受
診
の
推
奨
を
含
め
た
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
総
合
的
で
専
門
的
な
判
断

が
必
要
な
場
合
は
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
を
開

催
し
て
支
援
方
針
を
決
定
し
、
集
中
し
た
支
援
を
行
い
な

が
ら
、
治
療
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

 

庁
舎
ホ
ー
ル
の
利
活
用
に
つ
い
て

Ｑ　
ク
ー
ル
オ
ア
シ
ス
の
場
と
し
て
開
放
し
て
は
ど
う
か

Ａ　
庁
舎
ホ
ー
ル
の
前
の
ロ
ビ
ー
に
椅
子
と
机
を
用
意
し

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て
指
定
し
て
い
る
の
で
、

ロ
ビ
ー
の
利
用
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
猛
暑
に
よ
り
利

用
者
が
著
し
く
増
加
す
る
な
ど
、
ロ
ビ
ー
内
で
の
対
応
が

難
し
い
場
合
に
は
、
適
宜
様
子
を
見
て
庁
舎
内
の
各
施
設

を
開
放
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◦
市
職
員
の
雇
用
に
つ
い
て

録画配信

録画配信

 

南
小
通
り
の
道
路
環
境
整
備
と
維
持
管
理
に
つ
い
て

Ｑ
１　
南
小
通
り
は
度
々
道
路
冠
水
が
発
生
し
、
車
が
通

る
と
建
物
に
ま
で
水
し
ぶ
き
が
か
か
る
状
況
で
あ
る
。
南

小
通
り
の
雨
水
排
水
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う

Ａ
１　

南
小
通
り
は
全
体
的
に
平
坦
な
地
形
で
あ
り
、

緩
や
か
な
勾
配
で
排
水
す
る
構
造
で
40
年
以
上
前
の
基
準

で
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。歩
道
部
が
車
道
よ
り
一
段
高
く
、

歩
行
者
の
安
全
を
重
視
し
た
車
道
と
歩
道
を
分
離
す
る
形

状
と
な
っ
て
お
り
、
排
水
施
設
は
歩
道
上
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
車
道
の
排
水
は
、
車
道
部
の
集
水
桝
を
経
て
、

歩
道
の
排
水
施
設
へ
流
す
構
造
の
た
め
、
豪
雨
の
際
は
排

水
が
一
時
的
に
車
道
に
滞
留
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
解

脱
会
と
郵
便
局
の
間
の
排
水
は
道
路
を
北
へ
流
下
し
、
青

果
店
前
を
西
へ
曲
が
り
、
勝
林
２
号
雨
水
幹
線
へ
排
出
す

る
構
造
で
、
排
水
経
路
が
深
さ
30
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
一

般
的
な
道
路
側
溝
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
集
中
豪
雨
時
は
容

量
が
不
足
し
道
路
冠
水
が
発
生
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
２　
改
善
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
対
策
が
あ
る
の
か

Ａ
２　

車
道
に
排
水
が
滞
留
す
る
課
題
に
つ
い
て
は
、

集
水
桝
の
増
設
と
集
水
桝
等
の
適
宜
清
掃
が
有
効
と
考
え

ま
す
。
ま
た
、
排
水
経
路
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
流
末
ま

で
の
排
水
経
路
改
修
や
浸
透
式
の
排
水
施
設
の
設
置
な
ど

が
あ
り
ま
す
が
、
多
大
な
費
用
を
要
す
る
た
め
、
財
源
等

の
課
題
を
整
理
し
、改
修
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Ｑ
３　
集
水
桝
等
の
清
掃
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
伺
う

Ａ
３　
パ
ト
ロ
ー
ル
や
相
談
箇
所
の
確
認
に
よ
り
３
分
の

１
以
上
土
砂
の
滞
留
が
あ
る
場
合
に
実
施
し
て
い
ま
す
。 録画配信

（公明党）
斉
さいとう

藤　章
あきら

（彩桜きたもと）
岡
おかむら

村有
ありまさ

正

（彩桜きたもと）
青
あお

野
の

康
やす

子
こ
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中
丸
６
丁
目
自
治
会
か
ら
の
調
査
の
回
答
に
つ
い
て

Ｑ
１　
中
丸
６
丁
目
自
治
会
の
「
騒
音
調
査
請
求
」
へ

の
回
答
を
請
求
者
自
治
会
か
ら
個
人
に
差
し
替
え
た
こ
と

を
参
考
事
例
に
、
市
の
自
治
会
に
対
す
る
定
義
に
つ
い
て

Ａ
１　
地
域
住
民
に
よ
り
自
主
的
に
結
成
さ
れ
、
住
民
同

士
で
助
け
合
い
、
親
睦
を
深
め
、
地
域
の
問
題
解
決
に
取

り
組
み
な
が
ら
暮
ら
し
を
支
え
る
最
も
身
近
な
組
織
で
す
。

Ｑ
２　
民
事
訴
訟
法
第
29
条
に
は
、
法
人
で
な
い
社
団
等

の
当
事
者
能
力
に
つ
い
て
「
訴
え
訴
え
ら
れ
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
あ
り
自
治
会
も
該
当
す
る
。
中
丸
６
丁
目
自
治

会
か
ら
の
調
査
請
求
へ
の
回
答
が
個
人
に
替
わ
っ
て
い
る

が
、
市
は
自
治
会
を
当
事
者
で
は
な
い
と
判
断
し
た
の
か

Ａ
２　
民
事
訴
訟
法
で
は
そ
の
よ
う
で
あ
っ
て
も
、
騒

音
調
査
の
請
求
者
は
県
条
例
第
４
条
第
１
項
に
は
「
被
害

を
受
け
て
い
る
者
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
治
会
で
は
な

く
個
人
宛
て
に
回
答
し
た
も
の
で
す
。

Ｑ
３　
県
条
例
の
請
求
者
に
該
当
し
な
い
と
判
断
し
た
の

な
ら
、
受
付
の
段
階
で
個
人
で
請
求
し
直
す
よ
う
説
明
す

べ
き
。
勝
手
に
自
治
会
か
ら
会
長
と
思
わ
れ
る
個
人
に
す

る
こ
と
が
地
方
公
共
団
体
の
事
務
の
中
で
許
さ
れ
る
の
か

Ａ
３　
請
求
書
が
自
治
会
会
長
か
ら
提
出
さ
れ
、
そ
れ
に

対
す
る
回
答
を
個
人
宛
て
に
返
し
た
こ
の
文
書
の
取
扱
い

は
適
当
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
請
求
者
を
直
し
て
再
提
出
い

た
だ
く
か
、
受
理
し
た
の
で
あ
れ
ば
自
治
会
会
長
宛
て
に

返
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
は
事
実
で
す
。
個
人
宛
て
の
回
答

を
も
っ
て
請
求
権
が
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
で
は

な
い
こ
と
だ
け
は
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

婚
活
支
援
に
つ
い
て

Ｑ　
令
和
２
年
度
国
勢
調
査
で
は
、
北
本
市
の
男
性
未
婚

者
は
15
歳
か
ら
39
歳
で
３
９
０
０
人
、
未
婚
率
63・６
％
。

女
性
未
婚
者
は
15
歳
か
ら
39
歳
で
３
０
７
９
人
、
未
婚
率

54
・
２
％
で
す
。
若
者
が
安
心
し
て
結
婚
に
踏
み
出
せ
る

政
策
的
後
押
し
を
す
べ
き
で
あ
り
、
北
本
市
総
合
振
興
計

画
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
あ
る
若
者
の
移

住
・
定
住
・
交
流
促
進
に
直
結
す
る
と
考
え
る
が

Ａ　
埼
玉
県
で
は
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
令
和
３
年
７
月
以
降
は
官
民
連

携
の
協
議
体
が
主
体
と
な
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
令

和
６
年
度
か
ら
、
北
本
市
在
住
の
方
の
利
用
登
録
料
は

１
万
１
０
０
０
円
で
、
北
本
市
在
住
の
会
員
登
録
者
は
７

月
末
現
在
で
男
性
94
人
、
女
性
68
人
、
合
計
１
６
２
人
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
出
会
い
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
で
は
参
加
自
治
体
の
市
役
所
等
に
ス
タ
ッ
フ

が
出
向
き
、
利
用
登
録
手
続
や
相
談
を
受
け
付
け
る
出
張

登
録
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
、
令
和
７

年
１
月
に
庁
舎
内
の
会
議
室
に
お
い
て
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
今
後
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
参
加
者

を
募
る
予
定
で
す
。

そ
の
他
の
質
問

◦
ご
み
出
し
支
援
に
つ
い
て

◦
地
籍
調
査
に
つ
い
て

◦
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
（
石
戸
小
学
校
周
辺
）

◦
大
雨
に
よ
る
水
害
対
策
に
つ
い
て
（
南
小
通
り
）

【
請
願
事
項
】

　
「
日
本
政
府
が
核
兵
器
禁
止
条
約
第
３
回
締
約
国

会
議
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
す
る
こ
と
を
求
め
る
意

見
書
」
を
国
会
及
び
政
府
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
議
請
第
４
号
」
の
採
択
を
受
け
て
、
建
設
経
済

常
任
委
員
会
に
よ
り
請
願
事
項
に
関
す
る
意
見
書
を

議
案
と
し
て
提
出
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

録画配信

録画配信

議
請
第
４
号
「
日
本
政
府
が
核
兵
器
禁
止

条
約
第
３
回
締
約
国
会
議
に
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
参
加
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」

の
国
会
提
出
を
求
め
る
請
願
を
採
択

委
提
第
３
号
「
日
本
政
府
が
核
兵
器
禁
止

条
約
第
３
回
締
約
国
会
議
に
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
参
加
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」

を
可
決

※�

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

議請第４号

※�

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

委提第３号

（公明党）
島
しま

野
の

和
かず

夫
お

（市民の力）
工
く

藤
どう

日
ひ

出
で

夫
お



傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す

　
議
会
で
は
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
密
着
し
た
重
要
な
問

題
を
審
議
し
て
い
ま
す
。
市
政
を
知
る
た
め
に
も
、
議

会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
本
会
議
の
録
画

配
信
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
北
本
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
た

だ
き
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
「
録
画
配
信
」
を
ク
リ
ッ
ク

し
て
く
だ
さ
い
。

議
会
事
務
局
窓
口
で
傍
聴

券
の
交
付
を
受
け
る
だ
け

で
傍
聴
で
き
ま
す

 注意事項 
録画配信している
内容は北本市議会
の公式記録では
ありません。
また、通信費用に
ついては利用者負
担となります。

次
回
の
定
例
会
は
、

　 

11
月
27
日
㈬

　
　
　
　
　
　
　
開
会
の
予
定
で
す
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議
会
モ
ニ
タ
ー
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

７
月
27
日
、

北
部
公
民
館
に

お
い
て
、
第
41

回
議
会
報
告
会

を
開
催
し
、
多

く
の
市
民
の
皆

さ
ん
に
参
加
い

た
だ
き
ま
し

た
。

○
教
育
委
員
会
教
育
長

　
氏
名
　
宮み
や

　
尾お

　
　
　
孝た
か
し　
氏

○
子
ど
も
の
権
利
擁
護
委
員

　
氏
名
　
原は
ら

　
田だ

　
茂し
げ

　
喜き

　
氏

　
氏
名
　
安あ
ん

　
　
　

う
ん

　
鏡ぎ
ょ
ん　
氏

【
　
紹
　
介
　
】

　
今
定
例
会
に
お
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た

方
を
紹
介
し
ま
す
。

第
41
回
議
会
報
告
会
を

開
催
し
ま
し
た

　
９
月
26
日
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
７
人
に
参
加
い
た
だ
き
、
勉
強

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
議
会
運
営
委
員
会
副
委
員
長
か
ら
定
例
会
の
流
れ
な
ど
議
会

の
概
要
を
説
明
し
た
後
、
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
議
会
運
営

に
関
す
る
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
で
き
る
議
会
に
す
る
た
め
、

議
会
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
様
々
な
意
見
を
出
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
わ
か
り
や
す
い
情
報
発
信
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

議会モニターは、市内在住、在勤、在学の18歳以上の人
で、議会運営に関心がある人に委嘱しています。毎年２
月に募集を行っています。



　
８
月
９
日
、
高
校
生
が
市
政
に
提
案

す
る
「
模
擬
議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

北
本
高
校
３
年
生
の
庄
司
和
人
さ

ん
、
武
井
大
地
さ
ん
、
小
谷
野
由
侑
子

さ
ん
が
登
壇
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え

る
「
よ
り
良
い
北
本
」
を
発
表
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

庄
司
さ
ん
か
ら
は
「
市
内
の
子
育

て
世
帯
は
５
０
５
２
世
帯
あ
り
、
１

世
帯
に
対
し
商
品
券
２
５
０
０
円
を

配
布
し
て
は
」
と
提
案
。
武
井
さ
ん
か

ら
は
学
校
生
活
で
感
じ
る
身
近
な
環

境
問
題
を
例
に
、「
悪
臭
対
策
と
し
て

ル
ー
ル
づ
く
り
や
支
援
を
」、
小
谷
野

さ
ん
か
ら
は
「
高
齢
者
の
交
通
手
段

と
し
て
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
フ
リ
ー

パ
ス
発
行
や
運
行
範
囲
の
拡
大
を
」

と
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
渡
邊
仁
さ
ん
、
土
田
怜
菜
さ

ん
、
牧
巧
馬
さ
ん
の
３
人
が
加
わ
り
、

北
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
意
見

交
換
特
別
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

議
員
か
ら
「
若
者
が
意
見
を
出
し

や
す
い
環
境
は
」
な
ど
の
質
問
を
投

げ
か
け
る
と
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
直
接
対
話
、

紙
で
の
提
出
な
ど
様
々
な
方
法
が
あ

る
と
よ
い
の
で
は
」
な
ど
の
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
高
校
生
か
ら
は

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
場
と
し
て
市

の
イ
ベ
ン
ト
が
増
え
る
と
嬉
し
い
」

と
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に

参
加
し
た
い
と
い
う
頼
も
し
い
発
言

も
あ
り
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
意
見
を
各
議
員
が
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
、今
後
の
議
会
活
動・

議
員
活
動
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

初開催！北本高校生と「模擬議会」

小谷野さん

武井さん

牧さん

渡邊さん

庄司さん

土田さん

北本高校の皆さん、来年もお待ちしています！

より良い
北本市へ！
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お
気
づ
き
に
な
り
ま
し
た
で

し
ょ
う
か
。
議
会
だ
よ
り
が
一
部

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
議
会

の
情
報
を
よ
り
良
く
ご
理
解
い
た

だ
け
る
よ
う
、
見
直
し
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

同
じ
よ
う
に
市
の
情
報
を
伝
え

る
も
の
と
し
て
、
広
報
き
た
も
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
内
容
が
評
価

さ
れ
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
、

二
年
連
続
で
広
報
日
本
一
に
な
り

ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
に
お
い
て
も
、
広

報
広
聴
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
議

会
事
務
局
の
協
力
を
受
け
な
が
ら

編
集
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

議
会
の
活
動
状
況
を
市
民
の
皆

様
に
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る

こ
と
を
目
指
し
、
委
員
の
任
期
中

に
可
能
な
限
り
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で

き
る
よ
う
鋭
意
努
力
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。�

（
大
）

議
会
広
報
広
聴
委
員

委 

員 

長　
　
大　
嶋　
達　
巳

副
委
員
長　
　
湯　
沢　
美　
恵

委　
　
員　
　
斉　
藤　
　
　
章

　

 

〃 　
　
　
永　
井　
　
　
司

　

 

〃 　
　
　
高　
橋　
　
　
誠

　

 

〃 　
　
　
村　
田　
裕　
子

編
集
後
記
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